
丸紅グループ人権基本方針 

 

丸紅グループは、社是「正（公正にして明朗なること）・新（進取積極的にして創意工夫を図ること）

・和（互いに人格を尊重し親和協力すること）」の精神に則り、公正明朗な企業活動を通じ、経済・社

会の発展、地球環境の保全に貢献する誇りある企業グループを目指します。そのうえで、自らのビジネス

活動により影響を受けるすべての人々の人権を尊重し、その責任を果たすべく努力していくことが最重要

であるという認識のもと、国連「ビジネスと人権に関する指導原則」に基づき、「丸紅グループ人権基本方

針」（以下、本方針）をここに定めます。 

  

人権に対する基本的な考え方 

丸紅グループは、国連「国際人権章典」（世界人権宣言および国際人権規約）、国際労働機関

（ILO）「労働における基本原則および権利に関する国際労働機関（ILO）宣言」、国連グローバル

・コンパクト 10原則などの人権に関わるすべての国際規範を支持します。  

 

適用範囲 

本方針は、丸紅グループのすべての役員・社員に適用します。また、ステークホルダー（仕入先、サービス

提供会社、契約業者、製造委託先、JV パートナー、業務委託先、顧客等のビジネスパートナーや地域

社会など）やその他の関係者による人権への負の影響が、丸紅グループのビジネス活動と直接関係して

いる場合は、本方針の趣旨に則り、適切な対応をとるよう求めていきます。 

 

人権尊重への責任 

丸紅グループは、人権を侵害しないこと、また、自らのビジネス活動において人権への負の影響が生じてい

る事実が判明した場合は、是正に向けて適切な対応をとることで、人権尊重への責任を果たしていきま

す。 

 

 人権デューデリジェンス 

丸紅グループは、人権デューデリジェンスの仕組みを構築し、これを継続的に実施していきます。  

 

 救済 

丸紅グループは、丸紅グループのビジネス活動が、人権に対する負の影響を引き起こした、あるいは関与

したことが報告される仕組み（苦情処理メカニズム）を構築します。その仕組みを通じて、当該影響・関

与があったと判断した場合には、十分な事実確認を行った上で、適切な手続きを通じてその救済に取り

組みます。 

 



 対話・協議 

丸紅グループは、本方針に沿った取り組みの推進において、関連するステークホルダーとの対話と協議を

真摯に行います。 

 

 適用法令の遵守 

丸紅グループは、ビジネス活動を行う国・地域における法令および規制などを遵守します。また、国際的に

認められた人権と各国の法令などに矛盾がある場合には、国際的な人権原則を尊重するための方法を

追求していきます。 

 

 教育・研修 

丸紅グループは、本方針がすべてのビジネス活動において理解され効果的に実行されるよう、自らの役員

・社員に対し適切な教育および能力開発を行います。 

 

 情報開示 

丸紅グループは、人権尊重に対する責任を果たすための取り組みなどについて、公式ウェブサイトなどを通

じて報告していきます。 

  

 

 


